指電極を併用した新しい神経モニタリングシステムのXLIFアプローチへの応用と神経合併症に対する予防効果 by 成田 渉
論 文 内 容 の 要 旨 
 
                                                  論文提出者氏名 成田 渉 
 
論 文 題 目  
 Prevention of neurological complications using a neural monitoring system with a finger electrode in 













腰椎変性すべり症と腰椎変性側弯症に対して XLIF を施行した 54 例（男性 19 例，女性 35
例）を対象とし，指電極開発前の指電極非使用群（18 例）と指電極使用群（36 例）の 2 群に
分けた．術前の磁気共鳴画像横断像を用いて，椎間板前後径に対する椎間板後縁から大腰筋後











の神経症状を生じた症例は，指電極非使用群が 18例中 7例（38%），指電極使用群が 36例中 5
例（14%）で，指電極使用群における発生頻度が有意に低かった． 
従来の XLIFでは，進入路における筋組織や神経を剥離しながら神経のモニタリングを施行
することが困難とされ，手術操作に伴う神経合併症の発生が報告されている．本研究では指電
極を用いることにより筋組織剥離前の神経刺激閾値が，剥離後有意に上昇した．また，剥離後
の神経刺激閾値は大腰筋の位置と相関せず，rising psoas症例の 6例を含めた全例で安全性の基
準を満たした．これらの結果から指電極を用いることで大腰筋の位置に関わらず，神経に対し
て愛護的に筋組織を剥離することが可能になったと考えた．また，指電極使用群は非使用群と
比較して神経合併症の発生頻度が有意に低く，神経合併症発生例でも症状は短期間に軽快し，
大腰筋の位置と神経症状の持続期間に相関を認めなかったことから，本法は術後神経合併症の
予防に有用と考えた． 
本研究では，新しい指電極を併用した XLIFを用いれば，神経に対して愛護的に椎間に到達
できることが明らかになった．安全性の高い新しい XLIFは神経合併症の発生予防に有用であ
ると考えた． 
